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ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
「
看
護
覚
え
書
」
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
ク
ロ
ウ
ド
・

モ
リ
ス
社
刊
《
弓
胃
シ
再
呉
ｚ
自
国
ご
唖
》
（
一
九
四
六
）

〔
要
旨
〕
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
有
名
な
著
作
「
看
護
覚
え
普
』
に
は
代
表
的
な
三
つ
の
版
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
初
版

の
草
稿
と
思
わ
れ
る
文
献
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
は
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
が
《
《
弓
冨
シ
再
昌
Ｚ
員
の
旨
唄
ゞ
と
し
て
一

九
四
六
年
に
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
ビ
シ
ョ
ッ
プ
と
ゴ
ー
ル
デ
ィ
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
自
筆
の
文
献

目
録
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
本
の
由
来
と
し
て
出
版
社
は
、
こ
の
本
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
一
八
五
九
年
の
一

番
妓
初
に
苔
か
れ
た
仙
人
的
な
看
謹
に
閃
す
る
ノ
ー
ト
の
完
全
に
新
し
く
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
文
献
と
初
版
の
内
容
を
比
較
し
た
結
果
、
『
看
護
覚
え
書
」
と
し
て
出
版
す
る
と
き
に
は
、
友
人
ら
の
助
言
を
取
り

入
れ
、
有
識
者
の
間
に
議
論
を
引
き
起
こ
す
う
よ
う
な
表
現
を
や
め
た
こ
と
、
医
師
が
反
感
を
も
つ
よ
う
な
表
現
を
や

め
た
こ
と
、
書
い
て
あ
る
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
か
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
看
護
史
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
、
『
看
護
覚
え
普
」

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
六
巻
第
二
号
平
成
十
一
年
八
月
二
十
三
日
受
付

平
成
十
二
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
一
年
十
二
月
十
一
日
受
理

平
尾
真
智
子
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容
を
分
析
す
る
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
著
作
《
《
ｚ
ｏ
５
の
○
ご
Ｚ
員
凰
侭
ｌ
弓
冨
亘
萬
の
〕
弓
冨
筐
言
瞥
〕
ｇ
》
》
（
以
下
「
看
護
覚
え
書
」

（
１
１
）
（
リ
】
）

と
す
る
）
は
一
般
的
に
、
『
看
護
覚
え
書
』
（
一
八
五
九
）
（
い
わ
ゆ
る
第
一
版
）
、
『
増
補
改
訂
版
看
護
覚
え
書
』
（
一
八
六
○
）
（
い
わ
ゆ
る
第
二
版
）
、

（
３
）

『
労
働
者
階
級
の
た
め
の
看
護
覚
え
害
』
（
一
八
六
一
）
（
い
わ
ゆ
る
第
三
版
）
の
三
つ
の
版
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
に
ス
ク
レ
ト
コ
ヴ

ィ
ッ
チ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
『
看
護
覚
え
書
」
の
三
つ
の
版
の
歴
史
的
経
緯
や
特
色
に
つ
い
て
の
書
誌
学
的
研
究
害
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に

同
氏
は
『
増
補
改
訂
版
看
護
覚
え
書
』
二
八
六
○
）
に
、
そ
の
後
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
加
筆
し
た
追
加
分
や
一
八
七
五
年
に
執
筆
し
た
三
千

語
か
ら
な
る
未
出
版
の
原
稿
を
適
所
に
挿
入
し
当
看
護
覚
え
書
』
の
あ
る
べ
き
姿
〃
を
備
え
た
作
品
（
い
わ
ゆ
る
決
定
版
）
を
自
ら
編
集
し
た
。

（
４
）

こ
れ
ら
は
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
、
日
本
語
訳
も
で
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
「
看
護
覚
え
書
』
に
は
代
表
的
な
三
つ
の
版
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
『
労
働
者
階
級
の
た
め
の
看
護
覚
え

書
』
（
一
八
六
二
は
、
一
八
六
八
年
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
生
徒
募
集
の
記
事
が
追
加
さ
れ
た
改
訂
版
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

厳
密
に
い
え
ば
四
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
ス
ク
レ
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
一
八
七
五
年
版
を
加
え
る
と
五
つ

（
戸
、
）

今
回
筆
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
科
学
史
・
医
学
史
専
門
古
書
店
顧
国
鳥
も
○
冒
呉
よ
り
、
一
九
四
六
年
に
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
か
ら
出
版

さ
れ
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
と
書
か
れ
た
↑
弓
房
シ
風
呂
Ｚ
員
の
旨
唄
》
を
入
手
し
た
。
こ
の
本
は
『
看
護
覚
え
書
』
二
八
五
九
）
を
出
版
す
る

以
前
に
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
『
看
護
覚
え
聿
昌
の
草
稿
と
し
て
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
彼
女
の
代
表
作
『
看
護
覚
え
書
」
が

ど
の
よ
う
な
思
考
過
程
を
経
て
構
成
さ
れ
た
の
か
初
期
の
思
考
を
知
る
う
え
で
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
本
の
構
成
と
内

の
種
類
が
存
在
し
て
い
る
。

一
、
は
じ
め
に



227 日本医史学雑誌第46巻第2号(2000)

ビ
シ
ョ
ッ
プ
（
雪
．
］
‐
国
警
目
）
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
印
刷
文
献
に
つ
い
て
研
究
し
た
人
物
で
、
十
年
が
か
り
で
お
よ
そ
四
十
か
所
に
わ

た
る
図
書
館
や
博
物
館
に
分
散
し
て
い
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
文
献
の
一
つ
一
つ
を
調
べ
、
こ
れ
ら
の
印
刷
文
献
に
一
か
ら
一
五
○
ま
で
の
番

号
を
つ
け
て
整
理
し
た
。
彼
は
そ
の
全
作
業
の
ほ
ぼ
終
了
す
る
時
点
で
亡
く
な
り
、
彼
の
あ
と
を
ゴ
ー
ル
デ
ィ
⑦
．
⑦
。
巨
巴
と
い
う
秘
書

（
６
）

が
引
き
継
ぎ
仕
上
げ
て
一
九
六
二
年
に
出
版
し
た
本
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研
究
家
に
と
っ
て
は
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
研
究
の
対
象
と
し
た
本
は
、
ｚ
億
頁
冒
阻
一
①
》
国
日
①
己
の
①
．
弓
胃
シ
耳
具
Ｚ
員
の
旨
い
Ｑ
ｍ
ａ
宮
○
国
の
国
８
房
、
冒
己
○
国
．
尼
急
。
で
全

部
で
五
十
二
ペ
ー
ジ
の
小
さ
な
本
で
あ
る
（
写
真
１
）
・
本
の
大
き
さ
は
縦
二
十
一
セ
ン
チ
、
横
一
○
セ
ン
チ
、
厚
さ
八
ミ
リ
で
本
と
い
う
よ

り
は
小
冊
子
の
体
裁
で
あ
る
。
こ
の
本
の
出
版
元
は
ロ
ン
ド
ン
の
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
で
、
出
版
年
は
一
九
四
六
年
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
古
書
店
も
胃
国
鳥
も
○
房
良
の
カ
タ
ロ
グ
の
本
の

紹
介
文
に
は
、

固
■

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
は
「
看
護
覚
え
害
」
の
興
味
深

一
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
印
刷
文
献
の
書
誌
学
的
研
究

。
』
ｊ

蛤

ノ

ヘ
一

一

一

》
罰
ｅ
へ

（
・
“
“
〆一

地
価

一
吋
吋
蝿

一
幟
》
一

〆
患

秘魁（
／
Ｉ
、
／
１
、
）
ゞ

。
』
ｊ

蛤

ノ

ヘ
一

一

一

》
罰
ｅ
へ

（
・
“
“
〆一

地
価

一
吋
吋
蝿

一
幟
》
一

〆
患

秘魁（
／
Ｉ
、
／
１
、
）
ゞ

移
設
魯
計
脾
惨
弔
瞬
鴎
黒
簿
織
埋
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こ
の
本
の
中
扉
に
は
本
の
タ
イ
ト
ル
が
弓
西
国
シ
詞
弓
○
甸
ｚ
ご
困
四
ｚ
の
と
活
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
中
扉
の
内
側
に
は
、
縦
十
二
セ

ン
チ
、
横
九
・
五
セ
ン
チ
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
肖
像
画
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
一
八
五
七
年
十
二
月
二
十
八
日
、
エ
ン
ブ
リ

ー
に
て
、
ミ
ス
・
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
絵
か
ら
）
と
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。

本
扉
に
は
、
弓
国
両
少
詞
弓
○
句
ｚ
ご
罰
留
ｚ
ｏ
と
書
か
れ
、
そ
の
数
セ
ン
チ
下
方
に
甸
伊
○
詞
国
ｚ
○
国
ｚ
５
国
目
ｚ
⑦
シ
Ｐ
固
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
る
。
一
番
下
に
は
、
出
版
社
の
○
旧
シ
ロ
ロ
三
○
両
両
勗
の
商
標
の
イ
ラ
ス
ト
と
ｏ
Ｆ
Ｐ
ｐ
ｐ
冨
○
詞
困
扇
国
○
○
尻
目
冨
弓
同
ロ
）
○
○
国
国
醇
冒

国
○
ご
ｍ
向
．
暖
‐
圏
国
Ｆ
シ
○
【
蜀
国
醇
両
の
Ｆ
シ
ｚ
国
》
Ｆ
Ｏ
ｚ
ｐ
Ｏ
ｚ
向
・
○
・
祭
と
出
版
社
の
名
前
と
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
）
。

表
紙
は
く
す
ん
だ
黄
色
の
厚
紙
で
、
金
色
の
活
字
体
で
、
弓
馬
シ
風
旦
ｚ
昌
凶
侭
耳
国
日
①
胃
①
ｚ
両
目
侭
巴
①
と
い
う
文
字
が
二
段
で

書
か
れ
、
同
じ
金
色
の
波
線
の
四
角
で
こ
れ
ら
の
文
字
は
囲
ま
れ
て
い
る
。
表
紙
の
内
側
は
白
紙
で
、
次
に
も
う
一
枚
白
紙
が
は
さ
ま
れ
て

い
る
。
背
表
紙
に
は
同
じ
金
色
の
活
字
体
で
、
＋
弓
馬
吟
風
ｇ
ｚ
昌
凶
侭
十
○
Ｆ
シ
ご
ロ
冨
○
”
詞
吊
と
書
か
れ
て
い
る
。
裏
表
紙
に
は
文
字

い
版
で
、
出
版
社
の
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
に
よ
っ
て
「
新
し
く
改
訂
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
出
版
社
は
ま
た
フ
ロ
レ
ン

ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
手
紙
の
い
く
つ
か
の
使
用
に
関
し
て
ミ
ス
Ｐ
．
Ｅ
・
ナ
ッ
ト
弓
・
両
．
ｚ
昌
二
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
、
新
し
い
資

料
の
挿
入
の
原
文
に
つ
い
て
は
何
の
表
示
も
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
文
献
集
を
作
成
し
た
ビ
シ
ョ
ッ
プ
と
ゴ
ー
ル
デ
ィ
の

本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

い
る
。
背
表
紙
』

の
記
載
は
な
い
。

（
一
）
表
紙
・
中
扉
・
本
扉

三
、
《
自
昂
シ
凰
旦
Ｚ
員
の
冒
哩
．
の
構
成
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（
二
）
出
版
の
由
来

次
の
ペ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
本
扉
の
裏
側
に
は
、
こ
の
本
の
説
明

と
出
版
社
に
関
す
る
記
載
と
し
て
次
の
四
つ
の
記
述
が
あ
る
（
写

吉
子
４
）
ｏ

最
初
に
、
本
の
主
旨
と
し
て
、
《
《
シ
ロ
①
昌
弓
①
辱
］
〕
①
君
鼬
且

吊
く
房
①
ロ
①
Ｑ
ご
Ｃ
昌
負
昌
屡
印
国
Ｃ
吊
口
ｏ
の
ｚ
億
三
ヨ
脆
巴
①
》
い
つ
９
’

８
局
旨
９
冊
○
口
ご
昌
普
侭
》
守
里
言
臥
茸
目
冒
易
＄
．
》
》
と
い
う
文

章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
一
八
五
九
年
の
一
番
最

初
に
書
か
れ
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
個
人
的
な

看
護
覚
え
書
き
の
完
全
に
新
し
く
改
訂
さ
れ
た
版
」
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

次
に
謝
辞
と
し
て
、
晨
弓
篇
酉
昌
呂
関
四
の
百
○
量
の
侍
①
印
乱
昏

唱
呉
岸
宮
口
①
吾
①
ｃ
ｏ
ｏ
ロ
閏
呉
ご
ロ
呉
昌
一
朋
勺
．
両
．
ｚ
巨
詳
》
旨
昌
、
宗

旨
億
四
ぐ
日
置
亘
①
ｎ
ｏ
吋
吊
９
９
己
①
国
の
①
９
国
。
扇
口
の
①
ｚ
侭
匡
ご
頤
堅
ｐ

四
国
Ｑ
ａ
ｏ
Ｏ
さ
ご
里
○
・
四
．
勺
画
く
具
①
吋
さ
Ｈ
ｍ
ｏ
ｏ
己
君
旦
昏
の
動
Ｈ
胃

８
旨
○
コ
ｇ
冒
鬮
ｚ
侭
冨
侭
巴
：
ｚ
９
＄
○
ロ
ｚ
昌
凰
侭
．
》
》
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
出
版
社
は
、
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
書
簡
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
お
い

て
ミ
ス
Ｐ
。
Ｅ
・
ナ
ッ
ト
弓
．
両
．
ｚ
昌
写
に
、
ミ
ス
・
ナ
イ
チ
ン
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四
つ
め
に
ペ
ー
ジ
の
一
番
下
に
出
版
社
と
印
刷
所
の
住
所
と
し
て
、
名
ご
国
巨
の
国
国
ロ
ョ
の
両
国
津
弓
、
四
弓
酋
ｚ
国
函
○
門
シ
ご
ロ

冨
○
嗣
困
嗣
国
○
○
【
の
巨
富
弓
同
ロ
ｂ
Ｏ
ｍ
塵
シ
冨
国
シ
ご
ｍ
両
》
塁
‐
蹟
》
囚
い
シ
○
【
甸
国
Ｐ
ｍ
Ｐ
シ
ｚ
両
Ｆ
○
言
ｐ
Ｏ
ｚ
団
○
一
・
シ
ｚ
ロ
勺
国
ｚ
弓
両
ロ

甸
○
罰
団
居
ｚ
ご
弓
弓
陣
○
○
冒
勺
シ
ｚ
昌
目
冨
弓
向
ロ
Ｐ
両
国
ロ
⑱
》
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
版
社
は
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
リ
ァ
ス
通
り

二
十
四
‐
二
十
六
に
あ
る
コ
バ
ム
ハ
ウ
ス
に
住
所
が
あ
る
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
で
、
印
刷
は
リ
ー
ズ
の
ナ
ッ
ト
ァ
ン
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
印
刷
所
の
ナ
ッ
ト
と
上
記
の
ミ
ス
Ｐ
．
Ｅ
・
ナ
ッ
ト
弓
両
．
ｚ
匡
己
と
の
関
連
は
わ
か
ら
な
い
。

四
六
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
「
ま
え
が
き
」
「
目
次
」
「
本
文
」

本
扉
の
次
ペ
ー
ジ
は
「
ま
え
が
き
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
由
ぐ
①
曼
弓
○
冒
曽
目
の
四
邑
貝
の
①
ど
の
タ
イ
ト
ル
が
赤
イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
に
い
わ
ゆ
る
『
看
護
覚
え
害
』
で
い
う
「
ま
え
が
き
」
の
部
分
に
相
当
す
る
内
容
が
、
五
つ
の
段
落
で
二
○
行
に
わ
た
っ
て
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写 真4

ゲ
ー
ル
の
『
看
護
覚
え
書
」
の
第
一
版
の
冊
子
に
関
し
て
Ｃ
・
Ｈ
・

ペ
イ
ン
タ
ー
（
○
国
も
昌
貝
閏
）
陸
軍
大
佐
の
協
力
を
感
謝
し
て
認

め
る
」
と
な
る
。
こ
の
文
章
に
お
け
る
、
《
《
冨
尉
の
両
国
．
ｚ
匡
茸
》
》
と

肇
ら
○
ざ
邑
堅
○
四
．
而
昌
貝
①
局
》
》
の
人
物
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
ょ

（
８
）

く
わ
か
つ
て
い
な
い
。

三
つ
め
に
出
版
社
と
出
版
年
に
関
す
る
情
報
と
し
て
、
《
亭
言
○
両
伊
ロ

○
○
勺
国
巨
の
国
弓
罰
両
、
国
罰
ぐ
田
口
国
母
○
Ｆ
シ
ロ
ロ
冒
○
届
罰
嗣

団
○
○
【
め
ぽ
弓
ロ
．
畠
念
書
》
の
表
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

著
作
権
は
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
に
あ
り
、
出
版
さ
れ
た
年
は
一
九
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写真5

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
ジ
の
最
後
に
は
詞
ｚ
伝
言
自
彊
庁
の
筆
記

体
で
自
筆
の
サ
イ
ン
が
記
さ
れ
、
冒
国
８
口
』
屍
＄
‐
と
記
さ
れ
て
い
る

（
写
真
５
）
。

「
目
次
」
に
相
当
す
る
の
が
本
扉
の
次
ペ
ー
ジ
の
裏
側
の
部
分
で
あ

る
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
ｎ
Ｏ
ｚ
弓
両
ｚ
目
印
（
目
次
）
と
な
っ
て
お
り
、
全
部

で
十
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
結
論
の
項
目
は
な
い
（
写
真
６
）
。

七
ペ
ー
ジ
か
ら
は
本
文
が
開
始
と
な
り
、
第
一
章
ロ
○
昌
一
ｇ
急
昇

Tb庵vczy迄nm画ofwh誠congtjm瞳gCodnuz五回gaxe零IittIclｴn.超zzt“d
品rthcwEnｴfbr血型cLnezameIaw$of比2J山orofm亟血9,fbrthcy
axをinrc型jty山e5ame,obtamamongthew喧皿聾1m”gthe$i土Tb厚
bⅡ画kmgOf【h低p1Prod唾再only己腫さviO】mtCOn5EqlZal“ammngIhe瓦Ck
thmさmong士wd】,麺dth血麺ｴｪ醒画mE5,notaIway5.

写 真7

、
第
一
章
ロ
○
昌
一
ｇ
急
昇

８
号
①
。
○
ｇ
ｏ
民
の
タ
イ
ト

ル
で
始
め
ら
れ
て
い
る
（
写

真
７
）
・
各
章
の
タ
イ
ト
ル
の

み
赤
イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
て

い
る
。
「
看
護
覚
え
吾
」
の
第

一
版
、
第
二
版
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
本
文
の
欄
外
の
小
見

出
し
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ペ
ー
ジ
数
も
初
め
て
七
と
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
ジ

以
前
の
ペ
ー
ジ
数
の
記
載
は

な
い
。
以
下
ペ
ー
ジ
数
は
五
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十
一
ペ
ー
ジ
ま
で
付
さ
れ
、
最
終
ペ
ー
ジ
は
ペ
ー
ジ
数
の
記
載
は
な
く
自
国
両
両
ｚ
ｐ
で
終
了
し
て
い
る
。

（
二
）
ま
え
が
き
の
内
容

本
資
料
の
ま
え
が
き
は
大
き
く
五
つ
の
段
落
か
ら
構
成
さ
れ
「
す
べ
て
の
女
性
は
看
護
婦
で
あ
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
。

こ
れ
を
『
看
護
覚
え
聿
星
と
比
較
す
る
と
、
『
看
護
覚
え
害
」
で
は
単
な
る
「
ま
え
が
き
」
（
胃
①
菌
。
①
）
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
文
章

に
よ
る
タ
イ
ト
ル
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

次
に
「
ま
え
が
き
」
の
最
初
の
段
落
の
文
章
と
し
て
「
女
性
を
よ
い
看
護
婦
に
す
る
に
は
、
失
恋
と
か
、
目
的
を
見
失
っ
た
と
か
、
世
の

中
全
体
に
い
や
気
が
さ
し
た
、
看
護
ぐ
ら
い
し
か
で
き
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
理
由
が
あ
れ
ば
十
分
だ
、
と
の
考
え
が
、
男
ば
か
り
で
な

く
女
に
も
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
文
章
が
続
く
。
こ
の
文
章
は
、
『
看
護
覚
え
害
」
で
は
一
番
最
後
の
「
結
論
」
の
部
分
の
な

農
弓
馬
シ
風
呂
Ｚ
員
の
ヨ
頃
》
の
内
容
が
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
個
人
的
な
看
護
の
覚
え
書
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
《
《
弓
篇
シ
再
旦

（
９
）

Ｚ
員
の
冒
唄
）
と
『
看
護
覚
え
書
」
両
者
の
内
容
に
つ
い
て
、
全
体
の
構
成
、
ま
え
が
き
の
内
容
、
目
次
構
成
、
各
章
の
内
容
の
四
つ
の
側
面
か

ら
比
較
を
し
た
。

（
二
全
体
の
構
成

《
白
ぎ
①
シ
再
ｇ
ｚ
員
の
冒
唄
〉
（
以
下
本
資
料
と
す
る
）
で
は
、
「
ま
え
が
き
」
に
相
当
す
る
部
分
と
全
部
で
「
十
四
章
の
各
論
」
の
大
き
く
二

つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
『
看
護
覚
え
聿
旦
の
方
は
、
「
ま
え
が
き
」
、
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
、
「
十
三
章
の
各
論
」
、
「
結
論
」
、
「
付
録
」

の
五
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
で
は
『
看
護
覚
え
書
」
に
み
ら
れ
る
欄
外
の
小
見
出
し
は
な
い
。

四
、
《
弓
馬
シ
再
旦
ｚ
巨
国
眉
葛
と
『
看
護
覚
え
書
』
（
一
八
五
九
）
と
の
内
容
の
比
較
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表1!lTheArtofNursing''と「看護覚え書」の目次の比較

"TheArtofNursing(本資料)''「看護覚え害」

すべての女性は看護婦である まえがき

プロローグ

換気と保温

家屋の衛生

ちょっとした管理

物音

変化のあること

食事

どんな食べものを？

ベッドと寝具

光

部屋と壁の清潔

身体の清潔

期待や助言のおしゃべり

病人の観察

結論

付録

医者任せにしないこと

外気は危険か？

家屋の衛生

細かすぎる看護婦

音の害

ちょっとした配慮

食事指導原則

寝具との奮闘

太陽光線の役割

よどんだ部屋

あかの危険性

害ある見舞い客

不適切な返答

よい看護婦の証し

（筆者訳）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

（
三
）
目
次
構
成

表
１
は
本
資
料
と
『
看
護
覚
え
言
」
の
本
の
目
次
構
成
を
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
献
を
比
較
す
る
と
、
各

論
の
第
一
章
の
部
分
が
大
き
く
タ
イ
ト
ル
が
違
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
つ
ま
り
本
資
料
で
は
「
医
者
任
せ
に
し
な
い
こ
と
」

と
な
っ
て
い
る
の
が
、
『
看
護
覚
え
書
」
で
は
「
換
気
と
保
温
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
資
料
の
第
一
章
の
タ
イ
ト
ル
と

内
容
は
、
『
看
護
覚
え
害
』
で
は
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
の
タ
イ
ト
ル

の
も
と
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
「
医
者
任
せ
に
し
な
い
こ
と
」

と
い
う
表
題
は
消
失
し
て
い
る
。

本
資
料
の
第
二
章
か
ら
六
章
は
「
看
護
覚
え
書
』
の
一
～
五

章
の
タ
イ
ト
ル
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
第
七
章
は
「
食
事
指

導
原
則
」
と
な
っ
て
い
て
、
食
事
に
関
す
る
こ
と
は
こ
こ
の
章

だ
け
で
あ
る
が
、
「
看
護
覚
え
書
』
の
方
は
第
六
章
「
食
事
」
、

第
七
章
「
ど
ん
な
食
べ
物
を
？
」
と
二
つ
の
章
に
増
え
て
い
る
。

以
下
本
資
料
の
第
八
章
か
ら
十
二
章
は
「
看
護
覚
え
害
』
の
第

か
ほ
ど
に
お
か
れ
て
お
り
、
ず
い
ぶ
ん
と
後
ろ
に
配
置
さ
れ
て

い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。



ナイチンケール「看護覚え害』 234平尾真智子

華
珊
」
－

な
い
。（

四
）
各
章
の
内
容

表
２
は
本
資
料
の
第
一
章
と
『
看
護
覚
え
書
』
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
各
論
の
章
の
タ
イ
ト
ル
と
内
容
を
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。
比
較
の
便
宜
上
『
看
護
覚
え
書
』
の
原
典
の
各
章
に
番
号
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
各
章
に
番
号
を
付
し
た
。
内
容
の
差
異

の
分
類
と
し
て
（
一
）
タ
イ
ト
ル
の
全
面
変
更
、
（
三
タ
イ
ト
ル
の
部
分
変
更
、
（
三
）
文
章
の
加
筆
、
（
四
）
本
文
の
脚
注
へ
の
移
動
、
（
五
）

文
章
の
位
置
移
動
（
同
じ
章
内
で
の
前
後
の
移
動
）
、
（
六
）
文
章
の
位
置
移
動
（
章
外
へ
の
移
動
）
の
六
つ
を
用
い
た
。

表
二
を
も
と
に
「
ま
え
が
き
」
「
目
次
の
タ
イ
ト
ル
」
「
各
章
の
内
容
」
を
比
較
し
た
結
果
、
「
看
護
覚
え
書
』
の
方
は
、
タ
イ
ト
ル
の
全
面

変
更
や
部
分
変
更
が
行
わ
れ
た
結
果
、
全
体
と
し
て
表
現
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
、
各
章
の
文
章
の
量
が
増
え
て
内
容
が
充
実
し
て
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
筆
さ
れ
た
文
章
の
量
は
本
文
か
ら
脚
注
へ
移
動
し
た
部
分
や
一
段
落
内
で
部
分
的
に
増
加
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
っ

て
正
確
に
は
数
え
ら
れ
な
い
が
、
文
章
の
段
落
数
で
比
較
し
た
場
合
、
約
五
～
六
割
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
小
見
出
し
が
つ
い
て
書
い
て
あ

る
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

八
章
か
ら
十
二
章
の
章
に
対
応
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

本
資
料
で
は
第
十
三
章
は
「
不
適
切
な
返
答
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
看
護
覚
え
書
」
で
は
「
病
人
の
観
察
」
と
な
っ
て
お
り
、
書
い
て
あ

る
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
第
十
四
章
は
「
よ
い
看
護
婦
の
証
し
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
看
護
覚
え
書
』
で
は
「
結

論
」
と
な
っ
て
お
り
「
よ
い
看
護
婦
の
証
し
」
と
い
う
表
題
は
消
失
し
て
い
る
。
本
資
料
に
は
『
看
護
覚
え
書
」
に
あ
る
付
録
は
つ
い
て
い

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
資
料
と

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
看
護
覚
え
害
』
の
構
成
を
比
較
し
た
場
合
、
『
看
護
覚
え
書
」
の
方
が
い
わ
ゆ
る
本
と
し
て
体
裁
が
整
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表2$$TheArtofNursing''と『看護覚え書」の各章のタイトル・内容の比較

"TheArtofNursing'' ’｢看護覚え害』 内容の差異

医者任せにしないこと

外気は危険か？

家屋の衛生

細かすぎる看護婦

音の害

ちょっとした配慮

食事指導原則

１
２
３
４
５
６
７

プロローグ

1．換気と保温

2．家屋の衛生

3．ちょっとした管理

4物音

5．変化のあること

6．食事

7．どんな食べものを？

8．ベッドと寝具

9．光

10．部屋と壁の清潔

11．身体の清潔

12．期待や助言のおしゃべり

13．病人の観察

結論

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
１
２
１
２
３
２
２
２
１
１
１
１

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６
４
５
５
４
４

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
３
４
３
３
３
３

寝具との奮闘

太陽光線の役割

よどんだ部屋

あかの危険性

害ある見舞い客

不適切な返答

よい看護婦の証し

８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

4）ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
３
３
３
３
３
３

l)

ｊ
ｊ
５
６

ｊ
ｊ
ｊ

４
４
４

（
｜
）
『
看
護
覚
え
書
』
の
改
訂
過
程
と
そ
の
内
容
の
比
較

い
わ
ゆ
る
『
看
護
覚
え
書
』
の
第
一
版
は
一
八
五
九
年
十
二
月
末
に

出
版
さ
れ
、
出
版
二
カ
月
以
内
に
一
万
五
千
冊
が
売
れ
た
。
『
看
護
覚
え

書
』
の
原
型
で
あ
り
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
の
精
髄
で
あ
る
。
構

成
は
序
章
の
つ
ぎ
に
、
十
三
章
の
章
立
て
で
最
後
に
結
論
が
き
て
い
る
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
『
看
護
覚
え
書
』
を
た
び
た
び
加
筆
・
訂
正
し
た

が
、
大
幅
な
改
訂
は
第
二
版
の
一
回
で
あ
り
、
し
か
も
書
き
加
え
は
し

（
川
）

た
が
削
除
や
変
更
は
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

第
一
版
と
第
二
版
と
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
第
二
版
に
は
第
一
版

に
は
な
い
「
看
護
婦
と
は
」
で
始
ま
る
補
章
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
各
章
各
所
に
相
当
量
の
加
筆
、
脚
注
の
本

（
ｕ
）

文
へ
の
組
み
入
れ
、
若
干
の
文
章
の
位
置
移
動
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
第
二
版
に
は
、
第
一
版
に
は
な
い
本
文
の
要
約
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
）
が

ま
え
が
き
と
第
一
章
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
第
二
版
で
は
「
ま
え

が
き
」
、
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
、
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
、
「
十
三
章
の
各
論
」
、
「
結

論
」
、
「
補
章
」
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
「
補
章
」
は
七
つ
の
項
目
で
構
成

さ
れ
、
最
初
に
「
看
護
婦
と
は
何
か
」
が
き
て
、
つ
ぎ
に
「
回
復
期
」

四
、
考
察
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第
二
版
と
第
三
版
の
大
き
な
違
い
は
第
三
版
に
は
第
十
六
章
に
「
赤
ん
坊
の
世
話
」
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
第
三
版
で

は
第
二
版
の
「
補
章
」
の
な
か
か
ら
「
回
復
期
」
と
「
看
護
婦
と
は
何
か
」
だ
け
を
取
り
出
し
、
独
立
し
た
第
十
四
章
「
回
復
期
」
と
第
十

五
章
「
看
護
婦
と
は
何
か
」
の
二
つ
の
章
に
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
「
赤
ん
坊
の
世
話
」
が
第
十
六
章
に
加
わ
り
、
最
後
は
「
結
論
」
で

終
わ
る
構
成
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
版
で
は
第
一
版
・
第
二
版
に
あ
っ
た
各
章
の
小
見
出
し
は
全
部
削
除
さ
れ
て
い
る
。

第
三
版
を
書
い
た
目
的
は
、
で
き
る
だ
け
価
格
を
安
く
し
て
多
く
の
人
に
作
品
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
ス
ク
レ
ト
コ
ヴ
ィ
ッ

チ
に
よ
る
と
、
そ
の
た
め
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
三
つ
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
二
版
に
あ
っ
た
文
学
そ
の
他
の
話
の
大

部
分
を
削
っ
て
い
る
。
次
に
普
通
の
人
々
の
不
健
康
な
習
慣
の
例
を
差
し
替
え
て
い
る
。
以
前
の
も
の
で
は
、
金
持
ち
の
気
取
っ
た
習
慣
を

批
判
し
て
い
た
が
、
第
三
版
で
は
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
女
性
に
つ
い
て
語
る
こ
と
で
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
も
っ
と
普
遍
化
し
て
い
る
。

三
番
目
に
は
や
さ
し
い
言
葉
づ
か
い
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
第
一
版
と
第
二
版
の
序
章
に
あ
っ
た
「
病
気
は
回
復
過
程
で
あ
る
」

と
い
う
有
名
な
文
章
が
削
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
第
二
版
の
補
章
に
あ
っ
た
「
失
恋
が
動
機
で
看
護
婦
に
な
る
と
い
っ
て
も
な
れ
る
も
の
で
は

な
い
」
と
看
護
に
つ
い
て
の
世
間
一
般
の
認
識
不
足
を
批
判
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
第
三
版
で
は
愛
情
深
い
ハ
ー
ト
だ
け
で
は
よ
い
看
護
婦

〈
蛇
）

に
な
れ
な
い
と
、
皮
肉
な
調
子
を
抑
え
て
い
る
。

ス
ク
レ
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
編
集
に
よ
る
『
看
護
覚
え
書
」
の
決
定
版
で
は
、
第
二
版
を
も
と
に
三
カ
所
に
つ
い
て
か
な
り
の
分
量
の
修
正

を
加
え
て
い
る
。
第
一
に
「
住
居
の
衛
生
管
理
」
の
追
加
事
項
で
下
水
溝
か
ら
の
空
気
と
の
因
果
関
係
を
説
明
し
、
も
っ
と
注
意
し
て
建
設

す
る
よ
う
に
と
い
う
解
決
策
を
出
し
て
い
る
。
第
二
と
第
三
の
追
加
部
分
は
「
食
物
」
と
い
う
章
の
結
論
に
使
う
つ
も
り
だ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
第
二
の
部
分
は
標
準
以
下
に
薄
め
た
ミ
ル
ク
と
出
来
合
い
の
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
の
販
売
に
つ
い
て
特
に
警
告
し
て
い
る
。
第
三
の
部
分
は

（
画
）

人
種
を
退
化
さ
せ
る
食
習
慣
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
五
つ
の
改
訂
過
程
か
ら
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
他
の
自
分
の
著
作
に
比
べ
て
『
看
護
覚
え
書
』
と
い
う
自
分
の
著
作
を
い
か
に

が
き
て
い
る
。
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大
切
に
考
え
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

［
二
本
資
料
の
信
頼
性

ス
ク
レ
ト
コ
ヴ
イ
ッ
チ
は
研
究
論
文
ヨ
看
護
覚
え
書
」
に
つ
い
て
」
の
な
か
の
、
「
計
画
と
出
版
」
の
章
の
一
、
初
版
、
の
と
こ
ろ
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
看
護
に
関
す
る
本
を
出
版
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
の
最
も
古
い
証
拠
と
し
て
、
親
し

（
料
）

い
助
言
者
ジ
ョ
ン
・
サ
ザ
ラ
ン
ド
博
士
の
一
八
五
九
年
二
月
一
○
日
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
宛
の
メ
モ
が
あ
る
。
こ
の
メ
モ
か
ら
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
が
『
看
護
覚
え
書
」
の
概
要
と
書
か
れ
た
断
片
を
検
討
し
批
評
し
て
く
れ
る
よ
う
に
サ
ザ
ラ
ン
ド
に
頼
ん
だ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
二
日
後
、
つ
ま
り
一
八
五
九
年
二
月
十
二
日
付
け
の
手
紙
で
、
サ
ザ
ラ
ン
ド
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
、
長
い
激
励
の
コ
メ
ン

ト
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
コ
メ
ン
ト
で
、
取
り
組
み
方
、
読
者
層
、
文
体
な
ど
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
、
計
画
の
初
期
段
階
の
様
子

（
鴫
）

を
よ
く
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
。

こ
の
手
紙
の
な
か
に
、
サ
ザ
ラ
ン
ド
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
「
最
初
の
ペ
ー
ジ
の
独
断
は
調
子
を
和
ら
げ
た
ら
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
著
名
人
の
間
に
論
争
を
引
き
起
こ
し
、
批
評
の
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
医
師
は
あ
な
た
に
反
感
を
も
ち
、
改

（
妬
）

善
し
な
い
方
向
に
向
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。
医
師
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
」

こ
の
部
分
の
記
述
か
ら
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
サ
ザ
ラ
ン
ド
に
送
っ
た
初
期
の
原
稿
に
は
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
独
断
的
で
「
著
名
人
の
間
に

論
争
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
記
述
」
、
「
医
師
が
読
ん
だ
ら
反
感
を
も
つ
よ
う
な
記
述
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
著
名
人
の

間
に
論
争
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
記
述
」
、
そ
し
て
「
医
師
が
読
ん
だ
ら
反
感
を
も
つ
よ
う
な
記
述
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
今
回
の
研
究
資
料
《
弓
馬
シ
吋
庁
ｇ
ｚ
巨
国
侭
ど
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
と
な
る
「
ま
え
が
き
」
の
部
分
に
「
す
べ
て
の
女
性
は
看
護
婦
で

三
）
『
看
護
覚
え
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
に
お
け
る
一
九
四
六
年
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
刊
↑
一
三
の
雪
芹
旦
之
匡
『
い
－
局
》
、
の
も
つ

意
義
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ア
ム
・
エ
イ
ト
』

が
想
定
さ
れ
る
。

あ
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
こ
と
、
「
ま
え
が
き
」
の
書
き
出
し
と
も
い
え
る
最
初
の
文
章
は
「
女
性
を
よ
い
看
護
婦
に
す
る
に

は
、
失
恋
と
か
、
目
的
を
見
失
っ
た
と
か
、
世
の
中
全
体
に
い
や
気
が
さ
し
た
、
看
護
ぐ
ら
い
し
か
で
き
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
理
由
が

あ
れ
ば
十
分
だ
、
と
の
考
え
が
、
男
ば
か
り
で
な
く
女
に
も
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
『
看
護
覚
え
害
』
に
お
い
て
は

こ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
が
消
失
し
た
り
、
文
章
が
本
の
最
後
の
「
結
論
」
の
部
分
の
文
中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
章
が

サ
ザ
ラ
ン
ド
の
指
摘
し
た
文
章
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
目
次
構
成
を
見
る
と
第
一
章
は
「
医
師
に
そ
れ
を
ま
か
せ
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
医
師
が
読
ん
だ
ら
反
感
を
も
つ
よ
う
な
表
現
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ザ
ラ
ン
ド
の
一
八
五
九
年
二
月
十
二
日
付
け
の
手
紙
で
は
、
検
討
し
て
い
る
も
の
が
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
手
書
き
の
原
槁
で
は
な
く
、

校
正
刷
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
校
正
刷
り
は
『
看
護
覚
え
害
』
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
手
書
き
の
草
槁
を
出

版
元
と
な
っ
た
函
四
日
の
○
口
社
が
校
正
刷
と
し
て
印
刷
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
校
正
刷
り
と
は
、
論
文
を
印
刷
し
た
紙
片
（
「
ゲ
ラ
刷
り
」
）

が
数
ペ
ー
ジ
（
「
ま
と
め
た
校
正
刷
り
」
）
で
校
正
さ
れ
、
最
終
印
刷
に
回
し
発
行
す
る
前
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
う
よ
う
著
者
に
戻
さ
れ
る

（
面
）

も
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
著
者
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
に
読
み
や
す
く
な
っ
た
段
階
で
、
非
常
に
大
幅
に
追
加
や
修
正
を
行
っ
て
い
た
。

サ
ザ
ラ
ン
ド
の
批
評
を
受
け
取
っ
て
か
ら
四
カ
月
後
の
一
八
五
九
年
六
月
八
日
に
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
予
期
せ
ぬ
物
音
が
患
者
に
与
え

る
恐
る
べ
き
効
果
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
エ
イ
ト
キ
ン
博
士
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
「
個
人
的
に

読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
私
が
看
護
に
つ
い
て
書
い
た
小
冊
子
を
同
封
し
ま
す
。
（
こ
れ
は
本
当
に
「
秘
密
」
で
す
）
」
と
書
い
て
い
る
。
ス
ク

レ
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
こ
の
手
紙
で
ふ
れ
て
い
る
「
私
が
看
護
に
つ
い
て
書
い
た
小
冊
子
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
知
ら
れ

（
肥
）

て
い
な
い
、
こ
れ
が
サ
ザ
ラ
ン
ド
の
い
う
「
校
正
刷
り
」
か
も
し
れ
な
い
、
書
い
て
い
る
。

サ
ザ
ラ
ン
ド
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
宛
の
一
八
五
九
年
二
月
十
二
日
付
け
の
手
紙
と
一
八
五
九
年
六
月
八
日
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
ウ
イ
リ

ァ
ム
・
エ
ィ
ト
キ
ン
博
士
へ
の
手
紙
か
ら
、
一
八
五
九
年
の
二
月
に
は
「
看
護
覚
え
書
』
第
一
版
の
草
稿
と
な
る
何
ら
か
の
元
原
稿
の
存
在
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ス
ク
レ
ト
コ
ヴ
イ
ッ
チ
は
「
一
八
五
九
年
に
印
刷
所
に
送
っ
た
手
書
き
の
原
稿
が
現
存
し
な
い
よ
う
な
の
で
、
「
看
護
覚
え
書
」
の
最
初
の

（
山
）

執
筆
に
お
け
る
思
考
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
書
い
て
い
る
が
、
今
回
研
究
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
の
震
弓
胃
酔
算
旦

ｚ
匡
風
侭
（
勗
沼
）
〕
》
こ
そ
が
、
以
上
の
よ
う
な
書
誌
的
な
事
項
と
本
の
も
つ
構
成
と
内
容
か
ら
、
そ
の
手
耆
き
原
稿
の
印
刷
本
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［
二
］
本
の
タ
イ
ト
ル
の
↑
《
三
の
雪
庁
旦
之
匡
国
品
↓
ゞ
の
信
葱
性

本
資
料
の
タ
イ
ト
ル
は
《
弓
馬
シ
再
呉
ｚ
匡
風
侭
署
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
本
の
な
か
で
、
景
閏
芹
葛
の
単
語
が
で
て
く
る
の
は
最
後
の

章
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
三
カ
所
の
み
で
あ
る
。
閏
庁
９
口
匡
邑
畠
と
し
て
の
熟
語
と
し
て
の
使
用
は
み
ら
れ
な
い
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
思
想
に
お
い
て
食
画
晟
》
の
考
え
方
は
核
に
な
る
も
の
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
彼
女
の
看
護
に
お
け
る

《
一
四
島
．
の
考
え
方
が
で
て
く
る
の
は
『
看
護
覚
え
害
」
（
一
八
五
九
）
で
、
閏
庁
の
用
語
は
全
部
で
一
○
カ
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

（
鋤
）

胄
庁
９
国
匡
風
侭
と
し
て
の
用
語
が
で
て
く
る
の
は
序
章
に
二
カ
所
と
結
論
に
一
カ
所
の
計
三
カ
所
で
あ
る
。
ア
ー
ト
の
考
え
方
が
発
展
し

（
弧
）
（
蛇
）

て
い
く
の
は
、
『
ア
グ
ネ
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
し
の
ん
で
』
（
一
八
七
一
）
、
「
看
護
婦
の
訓
練
と
病
人
の
看
護
』
（
一
八
八
三
、
『
病
人
の
看
護
と

（
鴎
）

健
康
を
守
る
看
護
」
（
一
八
九
二
一
）
な
ど
の
後
期
の
著
作
文
献
に
お
い
て
で
あ
る
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
ア
ー
ト
の
考
え
方
の
発
展
過
程
の
観

点
か
ら
み
た
場
合
、
こ
の
一
八
五
九
年
の
段
階
で
は
ア
ー
ト
の
用
語
を
使
用
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
を
発
展
さ
せ
る
に
は
ま
だ

深
ま
り
の
み
ら
れ
な
い
時
期
で
あ
り
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
自
身
が
い
わ
ゆ
る
「
看
護
覚
え
害
』
の
草
稿
の
段
階
に
あ
る
原
稿
に
《
弓
胃
シ
耳

具
ｚ
二
国
長
署
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
与
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
実
際
に
タ
イ
ト
ル
の
わ
り
に
ア
ー
ト
の
用
語
の
使
用
箇
所
は
三
カ
所

で
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
と
内
容
の
不
一
致
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
本
資
料
の
出
版
社
で
あ
る
ク
ロ
ウ
ド
・
モ

リ
ス
社
が
一
九
四
六
年
の
時
点
で
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
個
人
的
な
看
護
覚
え
書
き
の
草
稿
に
新
た
に
名
づ
け
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
背
表

紙
の
タ
イ
ト
ル
が
《
自
冨
シ
再
ａ
ｚ
員
切
言
胆
・
》
で
つ
ぎ
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
著
者
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
名
前
で
は
な
く
、
出
版
社
の

○
Ｐ
シ
ロ
ロ
言
○
両
四
ｍ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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［
三
一
九
四
六
年
に
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
か
ら
』
’
三
の
弩
《
且
言
『
い
一
品
『
、
が
発
刊
さ
れ
た
経
緯

一
九
四
六
年
に
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
《
弓
胃
少
風
ｇ
ｚ
巨
国
侭
署
の
内
容
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
個
人
的
な
看
護
覚

え
書
き
の
改
訂
さ
れ
た
新
版
で
一
八
五
九
年
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
『
看
護
覚
え
書
」
を
著
し
た
一
八
五
九
年
と
い
う
年
は
、
彼
女
が
ク
リ
ミ
ア
戦
争
終
結
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し

た
一
八
五
六
年
か
ら
約
三
年
後
に
あ
た
る
。
実
際
に
『
看
護
覚
え
書
』
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
一
八
五
九
年
十
二
月
で
あ
る
が
、
こ
の
三
年
間

の
間
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
『
英
国
陸
軍
の
保
健
」
（
一
八
五
八
）
、
「
女
性
に
よ
る
陸
軍
病
院
の
看
護
』
（
一
八
五
八
）
や
『
病
院
覚
え
書
』
（
第

一
版
）
（
一
八
五
八
）
、
を
執
筆
し
、
ま
た
一
八
六
○
年
に
著
さ
れ
る
哲
学
害
『
思
索
へ
の
示
唆
』
を
準
備
し
な
が
ら
同
時
に
『
看
護
覚
え
書
』

の
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
一
八
六
○
年
に
は
『
看
護
覚
え
害
』
（
改
訂
増
補
、
第
二
版
）
を
、
一
八
六
一
年
に
は
「
労
働
者
階

級
の
た
め
の
看
護
覚
え
害
』
（
第
三
版
）
を
著
す
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

一
八
六
○
年
に
は
こ
の
よ
う
な
多
く
の
知
的
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
を
創
設
す
る
。

今
回
研
究
の
対
象
と
し
た
《
弓
馬
シ
算
旦
ｚ
巨
風
眉
こ
が
一
八
五
九
年
に
著
さ
れ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
内
容
を
検
討
し
た
結

果
、
『
看
護
覚
え
書
」
の
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
博
士
の
手
紙
か
ら
、
一
八
五
九
年
の
二
月
の
段
階
で
『
看
護
覚
え
書
」

の
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
元
原
稿
に
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
八
五
九
年
の
早
々
に
は
『
看
護
覚
え
害
」
の
草
稿
と
考
え

ら
れ
る
元
原
稿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
『
看
護
覚
え
書
」
が
出
版
さ
れ
た
の
が
一
八
五
九
年
の
十
二
月
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
十
ヵ
月
の
間
に
「
看
護
覚
え
害
」
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
知
的
作
業
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
権
威
あ
る
書
誌
学
的
研
究
の
本
に
こ
の
本
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
こ

の
本
が
自
費
出
版
に
近
い
よ
う
な
か
た
ち
で
少
数
し
か
発
刊
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
と
一
九
四
六
年
は
第
二
次
世
界
大

戦
終
了
直
後
で
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
も
混
乱
の
さ
な
か
に
あ
り
、
大
き
な
図
書
館
で
も
本
の
収
集
が
十
分
行
わ
れ
に
く
か
っ
た
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。



日本医史学雑誌第46巻第2号（2()0()）241

現
在
イ
ギ
リ
ス
の
「
看
護
覚
え
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
者
ス
ク
レ
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
．
八
五
九
年
に
印
刷
所
に
送
っ
た
手
書
き
の
原
稿

（
錫
）

が
現
存
し
な
い
よ
う
な
の
で
、
『
看
護
覚
え
害
』
の
最
初
の
執
筆
に
お
け
る
思
考
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
書
い
て
い
る
が
、

今
回
入
手
し
た
資
料
の
内
容
を
分
析
し
た
結
果
、
農
弓
馬
シ
再
呉
ｚ
貝
、
旨
唄
〕
（
一
九
四
六
）
は
『
看
護
覚
え
書
』
（
一
八
五
九
）
の
草
稿
の
段

階
の
原
稿
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
「
看
護
覚
え
聿
昌
を
何
度
も
改
訂
し
て
い
る
が
、
『
看
護
覚
え
聿
邑
第
一
版
を
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
草
槁
段
階
の
原

最
後
に
「
個
人
的
な
看
護
覚
え
書
き
」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
「
看
護
覚
え
書
」
の
草
稿
と
な
っ
た
、
出
版
さ
れ
公
表
さ
れ
る

以
前
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
自
身
の
個
人
的
な
看
護
覚
え
書
、
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
版
社
の
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
に
つ
い
て
は
、
大
英
図
書
館
の
カ
タ
ロ
グ
で
調
べ
た
限
り
で
は
、
こ
の
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
本
が

一
九
四
五
～
一
九
四
七
年
の
間
に
少
な
く
と
も
十
数
冊
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
も
以
後
も
大
英
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も

の
は
な
い
。
出
版
物
の
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
看
護
・
医
療
に
関
す
る
も
の
は
タ
イ
ト
ル
を
見
た
か
ぎ
り
で
は
こ
の
本
一
冊
の
み
で
あ
る
。

（
型
）

こ
の
出
版
社
は
現
在
ロ
ン
ド
ン
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。

こ
れ
で
は
次
に
「
個
人
的
な
看
護
覚
え
書
き
の
改
訂
さ
れ
た
新
版
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
ど
う
解
釈
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ク

ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
が
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
手
紙
の
借
用
に
関
し
て
ミ
ス
Ｐ
．
Ｅ
・
ナ
ッ
ト
に
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
『
看
護
覚
え
害
」
第

一
版
の
借
用
に
関
し
て
Ｃ
・
Ｈ
・
ペ
イ
ン
タ
ー
大
佐
に
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
目
鬮
○
ご
社
か
ら
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
戻
さ
れ
た

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
「
看
護
覚
え
書
』
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
手
紙
を
何
ら
か
の
理
由
で
所
持
し
て
い
た
ミ
ス
Ｐ
．
Ｅ
・
ナ
ッ
ト
の
こ
と
を
知

っ
た
ク
ロ
ウ
ド
・
モ
リ
ス
社
が
、
そ
れ
を
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
た
「
看
護
覚
え
書
』
の
体
裁
を
参
考
に
形
を
整
え
て
出
版
し
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に
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稿
に
お
い
て
は
「
す
べ
て
の
女
性
は
看
護
婦
で
あ
る
」
こ
と
、
そ
し
て
「
医
師
に
何
で
も
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
す
る
こ
と
が

あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
よ
い
看
護
婦
の
証
し
」
と
は
何
で
あ
る
か
を
強
調
し
た
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
サ
ザ
ラ
ン
ド
博
士
の
助
言
を
取
り
入
れ
、
知
識
人
の
間
に
論
争
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
表
現
を
や
め
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
よ
う
な

表
現
を
位
置
的
に
本
の
最
初
の
部
分
で
は
な
く
最
後
の
部
分
に
置
い
た
こ
と
、
医
師
の
反
感
を
買
う
よ
う
な
表
現
を
や
め
た
こ
と
、
良
い
看

護
婦
で
あ
る
に
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な
表
現
を
や
め
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
が
、
「
看
護
覚
え
書
」
（
一
八
五
九
）
を
世
に
問
う
あ
た
り
、
何
を
強
調
し
全
面
に
出
す
タ
イ
ト
ル
と
す
る
の
か
、
何
を
文
中
の
表
現

と
す
る
の
か
専
門
家
に
意
見
を
求
め
、
十
分
に
推
敲
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
自
分
の
作
品
の
な
か

で
『
看
護
覚
え
書
」
を
い
か
に
真
剣
に
考
え
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
何
度
も
推
敲
し
た
と
思
わ
れ
る
『
看
護
覚
え
害
』
（
一
八
五

（
恥
）

九
）
は
、
出
版
後
に
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
限
界
と
し
て
、
同
国
ｚ
巨
茸
と
い
う
人
物
が
特
定
で
き
な
い
こ
と
、
↑
・
弓
扁
シ
耳
旦
Ｚ
目
⑳
冒
唄
》
の
原
稿
と
な
っ
た
ミ
ス
Ｐ
．

Ｅ
・
ナ
ッ
ト
の
所
持
し
て
い
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
手
紙
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註

（
１
）
国
○
吋
の
月
①
冨
瞥
昏
侭
里
①
』
ｚ
ｏ
扇
の
○
己
ｚ
匡
風
侭
ｌ
尋
冨
冨
昌
の
》
“
己
君
富
ご
目
、
ご
ｇ
四
四
国
の
○
コ
〕
＄
》
も
邑
巨
畠
〕
昴
忠
．
ご
弓
，
原
文

と
邦
訳
は
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
ィ
テ
ィ
ン
ゲ
ー
ル
他
、
小
玉
香
津
子
、
尾
田
葉
子
訳
『
ノ
ー
ッ
・
オ
ン
・
ナ
ー
シ
ン
グ
」
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、

一
九
九
七
。
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
邦
訳
の
み
は
、
ス
キ
ー
ト
、
小
玉
香
津
子
、
尾
田
葉
子
訳
『
ふ
た
つ
の
看
護
覚
え
書
」
日
本
看
護
協

会
出
版
会
、
一
九
八
五
。
と
し
て
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

初
版
に
関
す
る
書
誌
学
的
研
究
論
文
と
し
て
、
望
ｑ
①
房
○
昌
自
》
ぐ
・
》
国
○
局
月
①
ｚ
億
三
言
隠
面
の
ｚ
ｇ
①
⑳
○
ご
ｚ
日
的
言
明
弓
馬
国
司
鼻

ぐ
①
易
冒
自
画
且
国
・
旨
○
口
ゞ
弓
弓
匡
耳
四
ご
艀
ぺ
ふ
・
ぐ
９
．
断
〕
ｚ
ｏ
妄
○
萬
○
ａ
ご
昌
く
囚
里
ｑ
犀
①
閉
》
屋
麗
．
が
あ
る
。
な
お
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
主
要
な
著
作
九
編
の
復
刻
版
が
近
年
刊
行
さ
れ
た
。
両
ｇ
訂
。
ご
偏
呂
乏
言
四
日
の
○
口
》
国
（
）
『
ｇ
８
ｚ
侭
胃
旨
鴨
行
四
目
夢
の
四
吋
弓
旦
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（
２
）
国
目
①
口
８
ｚ
侭
冨
言
い
里
①
輯
ｚ
ｏ
雨
⑳
ｇ
］
ｚ
員
印
ヨ
勇
乏
彦
四
ご
己
の
巴
昼
乏
壷
“
画
亘
⑳
ロ
２
．
ｚ
①
葛
①
Ｑ
言
○
口
）
吊
昌
い
の
Ｑ
、
邑
旦
①
己
四
侭
の
Ｑ
函
四
国
厨
○
口
．

＄
用
豐
冒
昌
》
屍
９
画
雪
９
．
原
文
は
「
原
文
看
護
覚
え
害
」
現
代
社
、
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
原
書
に
あ
る
目
次
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
、
小

見
だ
し
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
邦
訳
は
現
代
社
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
」
第
一
巻
他
、
が
あ
る
。

（
３
）
国
日
①
昌
８
ｚ
億
三
冒
恩
行
ｚ
ｏ
蔚
印
（
）
ご
ｚ
口
国
眉
さ
岡
昏
①
冒
言
匡
昌
侭
９
国
脇
①
ｍ
，
国
四
日
の
○
口
ゞ
＄
ゞ
も
筐
三
國
屋
扁
臼
・
韻
弓
．
原
文
と
邦

訳
は
第
十
六
章
の
「
赤
ん
坊
の
世
話
」
の
み
註
（
２
）
の
『
原
文
看
護
覚
え
書
」
と
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
』
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い

（
４
）
ス
ク
レ
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
助
川
尚
子
訳
『
ナ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
覚
え
害
決
定
版
」
医
学
書
院
、
一
九
九
八
。
原
著
駕
用
房
○
量
目
》
ぐ
．

↑
《
国
○
門
の
。
８
ｚ
侭
三
ヨ
隠
一
①
》
ｍ
ｚ
ｏ
誌
の
○
二
ｚ
匡
旦
愚
見
①
ａ
の
＆
｝
昌
吾
四
目
旨
○
己
の
）
ゞ
》
》
、
日
三
国
①
弓
旨
岳
岸
尼
縄
．
こ
の
本
の
最
初
の
部
分
の

『
旨
‐
ｘ
ｘ
ｘ
ぐ
三
ま
で
の
ペ
ー
ジ
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
「
看
護
覚
え
書
」
の
解
説
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ク
タ
！
ス
ク
レ
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
⑦
富
里
‐

冒
昌
目
》
ロ
『
、
言
９
日
）
は
英
国
の
人
物
史
、
文
明
史
の
研
究
者
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
己
屋
且
①
①
大
学
で
英
語
を
教
え
な
が
ら
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
博
物
館
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
て
い
る
。
同
書
ご
参
照
。

（
５
）
本
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
古
書
店
の
カ
タ
ロ
グ
は
｛
も
呉
○
Ｈ
ご
〈
も
○
房
。
屍
ゞ
旨
目
四
国
〉
ご
ま
．
で
あ
る
。
な
お
本
資
料
は
他

の
看
護
関
係
の
文
献
二
つ
と
と
も
に
三
冊
で
四
十
ポ
ン
ド
の
価
格
で
あ
っ
た
。
カ
タ
ロ
グ
中
の
本
資
料
の
番
号
は
五
十
九
番
で
あ
る
。

（
６
）
国
筈
呂
〕
乏
当
四
且
曾
①
曾
巨
①
．
シ
國
○
‐
国
三
ｓ
四
ｇ
ご
ｇ
ｚ
侭
目
侭
巴
①
．
。
四
言
の
○
二
め
ゞ
乞
亀
、
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
小
南
吉
彦
「
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
文
献
に
つ
い
て
」
「
綜
合
看
護
」
七
巻
三
号
、
一
九
七
二
。
を
参
照
。
な
お
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
手
紙
や
著
作
に
関
す
る
文
献
と

し
て
次
の
二
文
献
が
あ
る
。
金
井
き
よ
み
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
文
献
と
そ
の
周
辺
ｌ
私
の
Ｆ
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
文
献
探
索
旅
行
」
「
綜
合
看
護
」

十
四
巻
一
号
、
六
七
～
九
○
頁
、
一
九
七
九
。
金
井
一
薫
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
文
献
の
概
要
と
「
看
護
覚
え
書
」
の
価
値
」
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

看
護
論
入
門
』
二
六
二
～
二
七
九
頁
、
現
代
社
、
一
九
九
三
。

看
護
論
入
門
』
二
六
二
～

（
７
）
前
掲
書
（
５
）
、
に
同
じ

（
８
）
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
博
物

勺
Ｈ
ｇ
隅
凰
（
昌
巴
ｚ
屋
耐

て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

↓
″
（
》
ｒ

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
博
物
館
の
館
長
ア
ッ
ト
ウ
ェ
ル
（
ど
の
〆
シ
ヰ
の
君
①
三
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
本
資
料
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
博
物
館
で
も
一

Ｚ
目
の
言
い
胃
〕
且
○
コ
⑦
昌
巨
〕
農
己
昌
ぐ
の
耐
ご
ゞ
己
宕
全
六
巻
の
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
『
看
護
覚
え
書
』
の
三
つ
の
版
が
す
べ
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（
四
）
前
掲
害
（
４
）
、
濟
混
ぐ

（
別
）
小
川
典
子
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
「
看
護
覚
え
害
」
の
構
造
を
読
む
１
１
万
法
と
し
て
の
書
誌
学
的
研
究
』
ゆ
み
る
出
版
、
一
九
九
九
、
五
十
二

（
巧
）
前
掲
害
（
４
）
、
〆
貝

（
略
）
前
掲
書
（
４
）
、
〆
臼

（
Ⅳ
）
前
掲
書
（
４
）
、
潤
潤

（
肥
）
前
掲
書
（
４
）
、
〆
旨

（
Ｍ
）
サ
ザ
ラ
ン
ド
博
士
⑦
昌
言
の
盲
目
・
厚
、
旨
言
》
一
八
○
八
～
一
八
九
一
）
は
公
衆
衛
生
の
権
威
で
ク
リ
ミ
ア
の
衛
生
委
員
会
、
兵
舎
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
お
よ
び
医
療
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
る
。
衛
生
問
題
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
彼
女
に

助
言
し
、
本
の
編
集
を
手
伝
っ
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
彼
を
信
頼
し
、
た
い
て
い
そ
の
助
言
を
取
り
入
れ
た
。
ベ
イ
リ
ィ
ー
、
助
川
尚
子
訳

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
言
葉
」
一
四
○
～
一
四
一
頁
参
照
、
医
学
書
院
、
一
九
九
四
。
な
お
サ
ザ
ラ
ン
ド
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、
コ
ー
プ
、
小

池
明
子
・
田
村
真
訳
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
医
師
た
ち
」
日
本
看
護
協
会
出
版
社
、
一
九
七
九
。
が
あ
る
。

（
吃
）
小
玉
香
津
子
「
フ
ロ
レ

「
綜
合
看
護
』
三
十
二
巻
、

（
昭
）
前
掲
害
（
４
）
、
〆
Ｆ
白

（
Ⅱ
）
前
掲
害
（
、
）

九
九
八
年
末
に
入
手
し
た
ば
か
り
で
、
こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
一
九
九
九
年
三
月

十
二
日
面
接
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
に
よ
る
）
。
○
×
き
＆
ご
己
ぐ
閏
凰
ご
甲
①
胡
の
弓
胃
目
８
９
国
ご
○
ず
〕
目
○
国
巴
三
○
四
号
葛
に
こ
の
二
人
の
名

前
は
見
あ
た
ら
な
い
。
シ
ロ
シ
冒
陣
○
塵
シ
四
両
の
国
Ｐ
Ｐ
Ｏ
【
の
弓
困
○
ヨ
シ
の
言
国
○
ぐ
○
閉
．
弓
に
勺
圭
匿
ｚ
弓
両
両
．
⑦
ｇ
ｏ
画
ョ
ｇ
目
の

西
、
言
①
厨
（
一
八
六
四
～
一
九
四
九
）
の
名
前
が
あ
り
、
実
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
９
）
『
看
護
覚
え
害
」
の
目
次
の
邦
訳
は
、
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ー
ル
他
、
小
玉
香
津
子
、
尾
田
葉
子
訳
『
ノ
ー
ッ
・
オ
ン
・
ナ
ー
シ
ン

グ
』
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、
一
九
九
七
。
に
収
録
さ
れ
て
い
る
尾
田
葉
子
訳
を
参
考
に
し
た
。

（
ｍ
）
ス
キ
ー
ト
、
小
玉
香
津
子
・
尾
田
葉
子
訳
「
ふ
た
つ
の
看
護
覚
え
書
き
」
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、
一
九
八
五
。
弓
、
訳
者
序
。

Ｊ
「
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

三
十
二
巻
、
二
号
、
一
九
九
七
。

〆
ぐ
胃
自

「
労
働
者
階
級
の
た
め
の
看
護
覚
え
害
」
の
実
際
お
よ
び
そ
の
今
日
的
意
味
に
つ
い
て
‐
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頁
、
一
○
六
頁
を
参
照
。

（
皿
）
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
「
ア

（
配
）
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
「
看

（
邪
）
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
「
病

（
別
）
蜀
匡
匡
尉
ロ
①
刷
胃
昌
閏
口
四

（
妬
）
前
掲
書
（
４
）
、
汽
閤
ぐ

（
妬
）
五
十
嵐
節
「
ナ
イ
チ
ン
香

弓
彦
閏
の
胃
．
①
昏
閂
①
①
ご
①
筋
』
（
）
ロ
、
ｇ
《
《
ｚ
ｏ
扇
の
Ｃ
ｐ
ｚ
匡
厨
言
い
》
》
吾
冑
尉
ｚ
侭
胃
言
い
巴
①
》
の
日
○
解
駐
日
○
屋
の
急
目
尻

”
⑦
Ｃ
Ｏ
昌
辱
四
宮
〕
ｇ
ハ
ヰ
〕
昌
耐
Ｃ
Ｏ
口
の
匙
閏
①
ロ
四
身
四
津
ｇ
ｚ
侭
三
目
”
巴
①
》
の
《
↓
ｚ
ｏ
厨
の
Ｏ
ｐ
ｚ
亘
吊
言
い
》
》
言
画
の
ロ
ロ
乏
尉
｝
昂
・

ず
胃
○
両
ロ
ロ
三
国
○
目
凰
の
国
○
○
穴
の
胃
』
Ｈ
昌
討
Ｑ
一
己
］
や
』
、
、
弓
巨
め
す
○
○
宍
尉
国
○
庁
○
○
口
庁
画
旨
①
Ｑ
旨
庁
昏
①
《
信
国
ざ
‐
国
ご
皀
冒
的
吋
四
℃
｝
昌
○
閉

段
目
岸
吊
崖
騨
旦
ｚ
臣
尉
冒
唄
．
ご
望
国
＠
用
目
の
①
ｚ
侭
琶
蝕
冒
晦
巴
①
、
弔
臣
三
房
弓
⑦
』
ず
望
皀
國
富
邑

冨
①
目
尉
閃
ｃ
ｃ
床
の
臼
胃
己
蔚
堅
固
邑
弓
弓
凰
冒
房
己
冒
ご
農
．
尋
弓
胃
寄
尉

の
①
目
の
匙
⑦
用
包
四
国
弓
四
津
具
《
《
ｚ
昌
吊
②
目
ｚ
臣
尉
冒
唄
。

五
十
嵐
節
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
『
看
護
覚
え
害
』
当
時
の
書
評
が
問
い
か
け
る
も
の
」
「
埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学
紀
要
」
第
二
巻
、

‐
ル
「
ア
グ
ネ
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
し
の
ん
で
（
一
八
七
一
こ
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
」
第
三
巻
、
現
代
社
、
一
九
七
七
。

ｌ
ル
「
看
護
婦
の
訓
練
と
病
人
の
看
護
（
一
八
八
二
こ
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
」
第
二
巻
、
現
代
社
、
一
九
七
四
。

ｌ
ル
「
病
人
の
看
護
と
健
康
を
守
る
看
護
（
一
八
九
三
）
」
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
」
第
二
巻
、
現
代
社
、
一
九
七
四
。

冒
討
目
里
さ
。
巴
豆
３
ｇ
ｏ
ご
后
歸
に
よ
る
。

す
］
冨
四
鼻
昌
８
国
胃
両
醇
○

第
二
巻
、
一
九
九
一
・

（
山
梨
県
立
看
護
大
学
）
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